




























































































































































私の記憶では、そうした学生がよくビラを撒いていました 学生運動も下火になっていて、余韻が残っている時代でした。私は一九八三年に東大 入りまし 大 院に入ってからは寮にも入っ
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畳ベッドなら同じですね。同じ部屋だと思 ますが、あの部屋に六、七人はいました。 とえば卒業後外務省に行っ フィリピン大使をしていた浪江出身の荒君という友人にこの前会 いろいろ話したのですが、あの頃は朝起きると自分のズボンが無くな




いきなり話が六十年安保のときか 入ってしまいましたが、いよいよ子供時代にさかのぼってお話ください。私も福島でしたが、東大に行くということはすごく珍しいこと、あ り無いケースですよね。ですからまたいずれ六十年安保に帰 き すけれども、まずはお生まれ さかのぼってお話し頂きた 思います。特に時代の変化と少年時代の自己形成、人格形成を焦点にてなるべく佐藤知事に 話し頂けるよ にお願いしま 。
佐
　

































































































































































































そうです、四百年前に上杉景勝が福島県を一時期 半年くら 支配していた時期 ありますよね。そのときに守山藩 ら小沼伊賀守につい 伊達政宗から守るため本宮に南町をつくるため移住したんです。伊達と対抗して上杉が会津に築城しようとしていた頃ですね。 山の小沼 賀守に命じて南町をつくったんですよ。北町っていうのは昔からの古い町で、会津み い 道路をこ いう
かぎの形につくって本宮に南町をつくったんですね。四百年前



























お暮には代々『合羽屋嘉六』と刻まれていま 。旅籠 したが、お爺ちゃんの兄貴 ていうのはそれで贅沢放題して、全部明治に入って使い果たしてしまったんです。
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実は私が大学に入ってお爺ちゃんの話を書くという約束 したわけです。大学で留年しました時 、お爺ちゃんと一緒 鎌先温泉に行きまして、その時 約束 んです。留年した私は、一校の同級生の岩波茂雄と華厳ノ滝から飛び込んだ藤村操、それ 安部










































































将校の洋服を作っていたんですよね たぶ 。だから将校が っぱい、今 希望ヶ丘 名前に変わりまし が、あそこに軍事基地があったですからね。兵隊や将校がいっぱいい んでしょうね。その洋服は作っていたと思いますよ。
浅
　












いわきには常磐炭鉱で石炭があり けども、郡山は昔便利な地理上の位置から、いわきと併せ 新産業都市に指定されましたけど、炭鉱なんかの思い出はありま んか？郡山とは関係 り せ
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ガキ大将でもないんですが、あの頃は町で遊ぶ時は摩利支天様という広場でいつ 集まって遊ぶんですが、その時は年功序列で一年上だったら偉 人でした。そんなことで遊んでいまして、その時は同級生だけですから、許せないって …。級長クラスの真面目な生徒さんがいたん すが、後のどこかの校長先生 息子さんで、先生の息子さんなので優等生なんですが、私はトップではなかったと思います。二番目ぐらいにはいたんでしょう。しかしそういう動きはしたんだと思いま 。自分でもよく覚えているんですが、とにかく戻 てきて、小さ 机を皆で持って、それは目に焼き付いて る すよ。それで学校で大騒ぎ な 先生を探してきたんだと…。
浅
　
先日伺ったお話 、車の後を追いかけ 、排気 スが良い匂いだからと匂いを嗅いで回った いう体験がある う すね。小学校は街道に沿っているわけですか？
佐
　














































お菓子屋さんを始めて、物資が何も無いところでお菓子屋やるんですから。そうすると砂糖とか甘いものは無いわけですから…。どういうわけかサッカリンが本宮にはあったんです。金持ちの町ですから。そこから を郡山 仕入れ りして…。さっきの進駐軍の話ですが、私が小学校に入る前ですから、お袋について行くんですね 列車 停まると進駐軍が乗って るんです。その連中がガムと チョコレートを投げるんですよ。線路の向こう側のホームに。そう ると大人連中が四、五十人ワーッとみんなで投げてきた物を取るんです。子供心に欲しいんですが、子供ですから出来なくて周りで見てい だけだったんですが、郡山の駅でその思い があります。
浅
　









いる方に。だから 二本ありますよね。こっちに列車が停まると、こっちがホームですね。そこを投げて寄越すんです ホームに待っている人 いますから。それで人がワーッと集まってき
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ニーという東京裁判の弁護人ですから。まぁ大体Ｅ．Ｓ．Ｓ．で、この前も集まりに行って来たんですが、平凡社 「大陽」 編集をやっていた船曳さんという人に久しぶりに会ったんです 、民俗学だと言われる自分のお母さん 本を二、三日前に送ってきました。民俗学として読んでくださ 、といってお母さんの伝記を送ってきました。
浅
　
やがて大学時代そうい た形で英語やアメリカの法律に関心を向けるわけですよね の原点はどういったところにあったと思いますか？自分の子供 を振り返っ 。
佐
　







私がなぜ勉強をするようになったのかっていうのは、中学二年のときに本宮から転校したん す。転校前ですが、生徒会長に立候補したら当選してしまったんです。先生の息子さんも立候補したんですが、その人は小学生時代からずっと級長だったんですが、その人と私 戦って、人気は私の方があったんでしょう。当選したんです、本宮中学で。九月 十月頃当選して、ところが世の中がまだ混乱していま から。昭和二十八年の十二月に親父の都合で転校したんです。中学二年のそれが私にとっては一つの転機だったんです。その頃本宮では模擬試験なんかが始まっ いました。そうするとその方よりも私の方が上に来る す。級長 校長先生の息子さ 、小学時代は常に一番ですから、そういうはずはないんですが、私の方が上なんです。親父は は兄貴 任せて郡山で独立することに突然なった 生徒会長に ってすぐですから、今だったら本宮に中学卒業するまでいるかっていうことだったでしょうけど、それで郡山に行かざ を得ないってことで来まして、中学二年生の十二月 来ました ら、年明けた正月の八日、三学期に入ったんで 。
 




いました。郡山の二中です。今考えると郡山のその後のヤクザの中心のような連中が二中にいて、駅前ですから。その後数年してなんとか抗争でやられたとか、友人が先輩から駅で「見ろ」なんて言われると、機関銃のような連射するようなのを持っていたりとかいう先輩がいるん す その三年生と二年生の一人 二人、いずれ二中の番長にな 予定者がい んでしょう。あそこで殴れでもしていたら私は別の道を歩んで 思うんですが、素直に 「私はそんな気がないですよ」 と言ったら帰してくれたんです。
 






二中には一人二人天才みた な連中がいた す。そ 人が何を読んでいるかを私の友人の ころに報告にくる み な内職しているわけです 授業のときに教科書をここに置 本を読んでいるんです。それ何を読んでいるかを調べさせるんです、私の友人がＡ君に。そうすると、大学受験の参考書、倍数館の「数Ⅰ」とかいう本を たり、山貞の英文典という文法の本あるんです。読んでいるのは大学受験の本なんです。私は本宮から来て素直 ら、そのまま れを けて、郡山 は から三番なんだと…上二人いるわけですから。そう という 馬鹿に












Ｂ君の家の近くに彼は親戚があって、下宿して るわけです。そこで集まって情報を集めて。こっちはもう田舎から出てきた真面目な子供ですから、そのままに受け取って、そのＢ っ 人は天才的 人 、そ 頃から東京の丸善に本を買い出しに行くんです。
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いや、そうでもないんですよ 私の下宿には早稲田の水泳部も人いましたけど、下宿には四、五十人 たので大学はいろいろでした。あそこは便利 す ね。
浅
　
話はま 中学二年にも りますけども 三ヵ月間 大学受験の本を二冊も読んでし うなんて普通はできない…
佐
　













本宮から来て真面目です ら、そのまま今日は十頁、十頁、十頁と十日やると百頁終わるんですから、英文典っていうのは三百頁ぐらいですから、最後 十頁どころ … 一番大変なのは十頁ぐらいまでなんですよ。単語も一生懸命辞書を引いてやら くてはならな か 。 頁ぐ いやると、大体単語なんて、あとは非常に楽になります。っていう勉強の方法はどこかで講演しても良んですが…。
浅
　
わからない時 ぱっと聞ける人がいれば良いんですけ 、読 でも読んでもわから いときはどうして ましたか？
佐
　
それは辞書 …、でも自分の周りにいるあの人優秀だっていう人がやっている すから。それからもう一 、郡山に来た時に先生に紹介さ たのは、中学…高校の二年先輩です。私が東大を受ける時のことですが、当時は戦後なので父親が ない人が多かったのですが、自分 お母さんが帰ってくるまでに夕飯を作り、そして何から何までやって。そ 頃私 覚えてい すが、ご飯を作るのはこんなに大きな釜なんですよね。それをお母さん 帰くるまでに夕飯 準備をしておく訳です。お兄さんは肺病 入院
40
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今いますけども、 十年ぐらいはやっているんですが…、 例えば、 基本的な問題として、県と国が一緒にな しまったら、市町村の住民はどうしようもないです と言ってこ 部分 三分ぐらいで喋って、こん 感じで例えばイコールパートナーと う言葉だったら、市町村のときこういう話があった …。福島医大の看護学部を増設した時に、学生さんにそれを言うんですから、先生方あるいは教授にと は何を言う だこの野郎と思うね ただ看護師さんとかの意識は高まりますよ。そういうことがど しようもない医学部の体質ですから。今でも医大に行くと、看護師の上の方の連中はその頃のことを覚えているんですよね。そうい 基本的な理念は、例えば役所とかで なくて、私のようにフリーな立場で基本的に考えています ら、言えるんです。金賀君が市町村課長補佐か 、後に出納長になりましたが、あれまでそんなのは当たり前のこと の 、宴会でそう言ったら、 「 やー、良い言葉ですね」っていうんですよ…
浅
　































下村さんは、私 素晴らしい人だとは思って たんです。それ男女共生センターをどこに造る かと言ったら二本松のお城、こが二本松の山なんです。お城があって山で、ここに造るって
38
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だから双葉郡が駄目になっ ら、本当に磐城も相馬地方も駄目なるからというの 、私があちこちで今言って ることなんです。あの道路は本当にすれ違え いような道路だから、三年と言わずに、相馬のためには一年でも早くちゃんとした道路を造らいと、相馬が駄目になります。
浅
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四二
ネルギーであったり、除染であったり。あそこは多いんですよ、石田地区っていうのは。さかえの桜、霊山 ・ 伊達から相馬に行くあの辺が避難勧奨地点だから。ポツポツポツとですね。あそこを徹底的に除染し、除染 出る落ち葉や枯れ枝をバイオマスエネルギーに転換したり、あるいは平坦で光がすごく良いので再生化ネル をやったりしたいものです。
佐
　
道路は周りだけでも早く除染して欲しいです。というのは、二八九号は郡山から都路まで大丈夫なんですから そこから大熊まで何分で行けると思いますか？ 熊町まで十五分もかからな 行けるんです。だからそこ 道路を繋い 、山麓線で楢葉まで早く繋ぐということ。
佐
　






































福島の第一中学校に入ったん 。米沢から福島 来て、第一中学校が郡山の桑野に移り、安積中学になりましたから、郡山では学ばなかったと思うんですが 高山林太郎 〔本名〕 は一期生です。ですから、その言葉は案外安積の精神…安積高校からは外交官とか数学者とか 私 出るまで政治家は少な っ です。北海道安田さんという安積高校 身 代議士が一人いたくらいで、多分他にはいなかった 思います。
 




































































































































































京都大学 理系の会津出身 物理学者でし かね？二期生じゃな



















































































































のような経緯がありました。そして小学時代にはボーイスカウトに入っていましたので、夜間行進といって小さな山を夜中 行進したり、自然と親 むという意味では大いに役に立ちましたし、それ以上にいろいろな訓練もしました。二本松 お城で 松の木から松の木までロープを張って渡る訓練 か、それから勉強になったのは、雪の降る日に公園でテントを張って、寒いからといって焚火をテント 中でしたら、今 言う酸欠になりま た。雪と雨が降っているのにテントの中で物 燃やしたら酸欠になるのは当たり前なんですが、そんな経験もし
浅
　
ボーイスカウトに入ると う はご両親がご決断され んですか？それともご自分で決めたんですか？
佐
　






安達ですね。安達第四団な 。二本松少年隊の関係で二本松が盛んなんです 一団、二 、三団は二本松で、四団が本宮なん
30














そうだと思います。その頃叔父さ が、その子供も安高で同じ学年なんですが、その従兄弟と一緒に行動していたので、叔父さんが従兄弟を入れる時に声を掛けてくれたんだと思 ます。ですから、東京といって覚えて るのは昭和二十四、二十五年 ことしょうが、救急車が夜中ずっと走っているんですね 本宮辺りでは救急車の音は聞いたことがなかったです。
浅
　
富士山麓にボーイスカウト 全員集結し き 全国 何人いましたか？
佐
　








































磐梯山に登ったことが無いと言っていましたので、彼も一緒に登ることになりまし 。その後、裏磐梯を正に彼が守っています。ご承知の おり、あそこは閉鎖的な水域なんです。ペンションがどんどん建って、どうしようもない汚 系になっていました。県でも補助しましたが、結論から言うと全水域のペンション等に浄化槽を造らせて、大きな浄化槽を一つ造ったので、あそこの水域は将来的に 綺麗な水になりました。三十億の予算の村が百億の予算を掛けて浄化槽を全部造ったんです それは彼が議長 時で、その後村長になって裏磐梯を綺麗にしようという認識を持って、いろいろな政策をやりましたが 私と一緒に初めて磐梯山に登ったのが原点なんです。それから裏磐梯の環境問題に意識を向けたようです。
〔佐藤氏、立ち上がって紙を取る〕佐
　










































































































































当時は皆憧れましたよ。震災の現場に入って土日ボランティアで活動している人と二、三日後に会う約束をしていますが、今現場で頑張っている人達には の年代の人も多いです。今は過去 ような活動ではありませんが、福島の震災の問題を非常 まじめに考えて現場に入 やっています。
浅
　
東大では学習会をや 、Ｅ．Ｓ．Ｓにも入って、他にやっていた活動はありますか？授業を熱心に参加 る方ですか それともサークル活動を熱心にする方ですか？
佐
　
私は半分は留年して家に帰っていました。ですから、真面目な学生ではなかっ です。面白いのは、私が留年するときに私の担任で、震災直後取材を受けたシュピーゲルの雑誌で紹介されたロベルト・ユンクという方の本を最初に日本で紹介 た原田義人先生というドイツの文学者が、私のことを「一冊の本で学生 留年るほど影響を受ける」 と東大新聞のコラム 書い 下さいました。翌年は留年したの 他 先生に変わったのですが、こ 原田先は私が卒業する頃に亡くなりました。しかし、原田先生はこのとき、ユンクが「原子力帝国」の前に書いた本の翻訳を半分ま していたのです。その後、弟子 方がその本を出版しました。私はシュピーゲルのユンク 「原子力帝国」の古 買って、いろい
26





















































































高度経済成長に向い始めた時代で、どちらかというと民間の方が多くて、あの時代は公務員というのはあまりな ったですね。確かに大蔵省に一人、通産省に非常に親しい友人が一人行き した。彼はもう亡くなりましたが、日比谷高校から二浪し 入ってきて非常にいい男でした。彼が生きていたらこんなに通産省とやりあわなかったでしょうね。私が留年し 一緒になった一級下
24
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私はその後離れまし ので何人いるかはわかりませんが、少なくとも四、五百名はいたと思います。最後は二、三百人の社員だったと思いますが、知事になってからは自分の 社で なく ったので、潰れようが潰れまいが一切タッチしな と言っていたのですが、トラブルになってから 別の話で、弟が逮捕されて 弟と一緒に運営していた先程話したもう一人も自殺未遂でい いわけですから、黙っていたらすぐに てしまう会社です。 すから
私は一日も早く弟を会社に戻さなくてはならないのです。
 
それと同時に、もうひとつブログにも書きましたが、商工会議所の会頭の関係の会社で強力な私の支持者は、佐久間佳枝という女性検事に「私 戦うということは国家を相手に戦うことだ。明日にでもあなたの会社を潰す」と言われたそうです。その一人ではなく、全県の青年会議所の若手の経営者が皆同じよう やられたのです。明治時代から百年続いた伝統のある建設業の会社の社長と一年後会いましたが、彼も明日会社を潰すと言われす。皆徹底してやられました。逮捕される前から郡山の不動産屋から話が流れてき いましたが、彼らのコメントやどう言われたかということを全部メモで持っています。 の幹事長をやっていた市議会議長は、 にかく「何でも良 から栄佐久の悪口 言てくれ」 と言われて、 「悪口が無いから二十年も幹事長 やっているんだ」と怒鳴り合いしたということもありました。だから私は経産省の劣化だけではなく、日本の司法の劣化 知っているので戦っていかなくてはと思って ます。
浅
　




























































































胡錦濤はその時青年部長ですよ。そ 次の年に何千人かの青年を連れて日本に来 した。 かし あの頃も彼らの言葉の中に出てくるのは中華思想でした 大陸の真ん中、北京にい 日本を見ると本当に小さな島国ですから、こんなに国内がごちゃごちゃしていては、いつでも 国にやられてしまいます。そ ような認識を持たない政治家はどうしようもないです も現実に政局の混乱を見ていると、中国から見たら笑い物のようなことをやっています。人民が日本企業を じめたり車をひっくり返 りしま たが、考えてみたらろくでもない小さな が、今ま 五十年、百年のさばってきたかもしれないけれど、すぐに潰せるよという
の表われです。
 












いえ、人脈ではなく 、伊東先生のつくり上げたも で 。胡耀邦との対談と、宮澤喜一先生とのデイヴィッド・ロックフェラー訪問報告書、長征に参加した張香山と私の対談は、今で 十年前も二十年前も同じこ を言っていて ブレていないです。時々読み返しては中国はすごい国だなと思 ます。
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返っていただき、貴重な御記憶の数々をひも解いていただいた。そのことに深く感謝申し上げてやまない。また、退席された三田さん、そして佐藤様を紹介いただいた亀岡義尚様にも改めてお礼申しあげる。福島県の復興は、地に足のつ ものとして、郷土の歴史の上に、そしてまた、郷土の自然と う環境を尊ぶ姿勢の上にこそ 成し遂げられなければならない、そんな思いを強く心に与えて ただいたように思う。
願わくは、そんな自立への思いが少しでも多くの方に、考え方の違
いや、世代・民族・国境の壁を超えて拡がっていって欲しい。せめて、本日のインタビューが、新た 議論を深めていく際の呼び水となっくれることを祈りたい
最後になったが、講演を実現するにあたりお世話になった大学と関
係者のみなさまにも、改めて感謝申しあげます。
 
連絡先：
m
odernjk@
post.nifty.jp
　　　　
 　
これは以下の研究プロジェクトの成果である。
　　
 　
二〇一四年度中京大学特定研究助成費・共同研究（Ｂ）
「原子力市民防災学の構築―福島とチェルノブイリの教訓を未来へ」
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